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８月10日（水）まで

８月31日（水）まで

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（令和４年７月分）

②　法人の確定申告、納付、延納の届出（令和４年６月期分）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税（法人事業所税）・法人住民税

③　申告期限延長承認法人の法人税確定申告
１カ月延長法人（令和４年５月期）
２カ月延長法人（令和４年４月期）
④　消費税・地方消費税の確定申告（１カ月ごと）（６月期）
⑤　消費税・地方消費税の確定申告（３カ月ごと）（３月、６月、９月、12月期）
⑥　法人の中間申告（半期・12月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑦　消費税・地方消費税の中間申告納付
直前期年税額4,800万円超のとき　１カ月ごと（６月期を除く）
直前期年税額400万円超のとき　３カ月ごと（３月、９月、12月期）

①　源泉所得税には復興
特別所得税の額を含む。

②～⑦　法人の事業年度
（課税期間）の終了日は
各月末日とする。

④、⑤　消費税課税期間の
短縮特例は適用後２年間
継続が要件である。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

改
正
リ
ー
ス
会
計
基
準
に
伴
う
収
益

認
識
基
準
の
改
正
、検
討

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、リ
ー
ス
会
計
専
門
委

会
　
　
計

去
る
７
月
４
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
１
７
回
リ
ー
ス
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

表
示
お
よ
び
注
記

第
４
８
２
回
親
委
員
会（
２
０
２
２

年
７
月
20
日
号
（
№
１
６
５
０
）
情

報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続

き
、
次
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
借
手
の
表
示

事
務
局
か
ら
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号

「
リ
ー
ス
」
と
整
合
的
な
も
の
と
す

る
方
針
が
示
さ
れ
、
す
べ
て
の
企
業

に
対
し
、
使
用
権
資
産
に
つ
い
て
固

定
資
産
に
新
し
い
「
使
用
権
資
産
」

の
区
分
を
設
け
て
表
示
す
る
と
の
案

が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
案
が
支
持
さ
れ
な
い

場
合
は
、
た
と
え
ば
、
次
の
い
ず
れ

か
の
表
示
方
法
に
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。

①　
原
資
産
が
有
形
固
定
資
産
か
無

形
固
定
資
産
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
資
産
に
区
分
し
て
表
示

②　
対
応
す
る
原
資
産
を
自
ら
所
有

し
て
い
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
表

示
項
目
に
含
め
て
表
示

前
回
の
親
委
員
会
で
は
事
務
局
案

に
賛
成
の
意
見
も
聞
か
れ
た
が
、
専

門
委
員
か
ら
は
賛
成
意
見
は
聞
か
れ

ず
、「
新
た
な
区
分
ま
で
は
不
要
で

は
」、「
①
と
②
の
選
択
適
用
に
す
べ

き
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

⑵　
借
手
の
注
記

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
と
同
様
の
開
示
目

的
を
定
め
る
案
が
示
さ
れ
た
。

短
期
リ
ー
ス
お
よ
び
少
額
資
産
の

リ
ー
ス
に
係
る
費
用
を
開
示
し
、
少

額
資
産
の
リ
ー
ス
は
、
重
要
性
に
乏

し
い
資
産
の
便
法
、
３
０
０
万
円
以

下
の
便
法
、
５
千
米
ド
ル
以
下
の
便

法
の
す
べ
て
に
つ
い
て
も
開
示
す
る

案
が
示
さ
れ
た
。

前
回
親
委
員
会
の
委
員
の
意
見
と

同
様
、
専
門
委
員
か
ら
も
「
重
要
性

が
乏
し
い
か
ら
簡
便
法
を
使
っ
て
い

る
の
に
、
そ
れ
を
開
示
す
る
の
は
ど

う
な
の
か
」と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

⑶　
貸
手
の
表
示・注
記

表
示
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
定
め

を
維
持
し
、
注
記
に
つ
い
て
は
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
と
同
様
の
開
示
目
的
を

定
め
る
案
が
示
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
設
例
の
取
扱
い

第
４
８
２
回
親
委
員
会
に
引
き
続

き
、
審
議
さ
れ
た
。

設
例
８「
シ
ャ
ツ
に
関
す
る
契
約
」

は
採
り
入
れ
ず
、
設
例
９
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
電
力
に
関
す
る
契
約
」
お
よ

び
設
例
10
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
契
約
」
を
採
り
入
れ

る
案
が
示
さ
れ
た
。

収
益
認
識
会
計
基
準
等
の
修
正

リ
ー
ス
会
計
基
準
の
改
正
に
伴
う

収
益
認
識
会
計
基
準
等
の
修
正
に
つ

い
て
、
次
の
案
が
示
さ
れ
た
。

・
貸
手
に
よ
る
知
的
財
産
の
ラ
イ
セ

ン
ス
の
供
与
は
、
改
正
リ
ー
ス
会

計
基
準
の
範
囲
か
ら
除
外
し
、
収

益
認
識
会
計
基
準
で
処
理
す
る
。

・借
手
に
よ
る
無
形
固
定
資
産
の
リ
ー

ス
に
は
、
リ
ー
ス
会
計
基
準
を
適

用
す
る
こ
と
を
（
強
制
で
は
な
く
）

容
認
す
る
に
と
ど
め
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
「
貸
手
の
取
扱

い
も
、
借
手
と
同
様
に
容
認
規
定
で

よ
い
の
で
は
」と
の
意
見
が
挙
が
っ
た
。

ま
た
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
が

公
表
し
て
い
る
、
業
種
別
監
査
委
員

会
報
告
19
号
「
リ
ー
ス
業
に
お
け
る

金
融
商
品
会
計
基
準
適
用
に
関
す
る

当
面
の
会
計
上
及
び
監
査
上
の
取
扱

い
」
に
つ
い
て
も
、
改
正
の
検
討
が

行
わ
れ
た
。



情報ダイジェスト

コ
メ
ン
ト
案
提
出
に
向
け
、議
論
急

ピ
ッ
チ
─
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計
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解
　
除

白
川　

敬
裕

経
理
に〝
効
く
〟

法
律
雑
学

た
と
え
ば
、
自
動
車
販
売
店
Ａ
に
お

い
て
買
主
Ｂ
が
Ｘ
車
を
注
文
し
た
と
し

ま
す
。
法
的
に
は
自
動
車
の
売
買
契

約
が
成
立
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
契

約
が
成
立
す
れ
ば
、
お
互
い
に
法
的
拘

束
力
が
発
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
自

動
車
販
売
店
Ａ
の
不
手
際
で
Ｘ
車
の
納

車
が
大
幅
に
遅
れ
そ
う
な
場
合
、
買

主
Ｂ
と
し
て
は
、
い
つ
ま
で
も
販
売
店

Ａ
と
の
契
約
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
他
店
か
ら
自
動
車
を
購
入
し
た

い
と
思
う
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
民
法
（
以
下
、
条
文
番
号

は
民
法
を
指
し
ま
す
）
で
は
、「
当
事

者
の一方
（
販
売
店
Ａ
）
が
債
務
を
履
行

し
な
い
場
合
、
相
手
方
（
買
主
Ｂ
）
が

相
当
な
期
間
を
定
め
て
履
行
（
Ｘ
車
の

引
渡
し
）
を
催
告
し
、
そ
の
期
間
内
に

履
行
が
な
け
れ
ば
解
除
で
き
る
」
と
規

定
し
て
い
ま
す
（
541
）。
も
っ
と
も
、
付

属
品
の
ス
ペ
ア
キ
ー
が
な
か
っ
た
と
い
う

だ
け
で
解
除
ま
で
認
め
る
の
は
行
き
過

ぎ
で
す
。
最
高
裁
の
判
例
で
は
「
あ
ま

り
に
軽
微
な
不
履
行
で
あ
れ
ば
、
解
除

が
認
め
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
改
正
民
法
で
は
、
民
法
541
条
に
次

の
た
だ
し
書
き
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
そ
の
期
間
を
経
過
し

た
時
に
お
け
る
債
務
の
不
履
行
が

そ
の
契
約
及
び
取
引
上
の
社
会
通

念
に
照
ら
し
て
軽
微
で
あ
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

債
務
の
不
履
行
が
あ
っ
て
も
、
原
則

と
し
て
、
い
き
な
り
契
約
を
解
除
で
き

ず
、
ま
ず
債
権
者
（
買
主
Ｂ
）
に
お
い

て
、
債
務
者
（
販
売
店
Ａ
）
に
「
相

当
期
間
を
定
め
た
催
告
」（
例
：「
○

日
ま
で
に
Ｘ
車
を
引
き
渡
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
通
知
）
を
し
て
履
行
の
機

会
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
催
告
を
す
る
意
味

が
な
い
場
合
は
、
催
告
を
す
る
こ
と
な

く
、
た
だ
ち
に
解
除
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
そ
も

そ
も
契
約
の
全
部
の
履
行
が
不
能
な

場
合
」、「
特
定
の
日
や
一
定
の
期
間
内

に
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
の
な
い
場

合
（
例
：
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
や
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
注
文
な
ど
）」
は
、

催
告
な
し
で
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
542
）。

契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
、
売
主

（
販
売
店
Ａ
）、
買
主
（
Ｂ
）
等
の
各

当
事
者
は
、
互
い
に
原
状
に
戻
す
義
務

を
負
い
ま
す（
545
①
）。販
売
店
Ａ
が「
金

銭
」（
代
金
）
を
返
還
す
る
と
き
は
、

買
主
Ｂ
に
対
し
、
受
領
時
か
ら
の
「
利

息
」
も
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
545

②
）。
他
方
、買
主
Ｂ
が
「
物
」（
Ｘ
車
）

を
返
還
す
る
と
き
は
、
販
売
店
Ａ
に
対

し
、そ
の
物
か
ら
生
じ
た
「
果
実
」（
Ｘ

車
の
使
用
利
益

≒

リ
ー
ス
料
相
当
額
）

を
返
還
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
545

③
）。当

事
者
双
方（
販
売
店
Ａ
と
買
主
Ｂ
）

が
原
状
回
復
義
務
を
負
う
場
合
は
、

同
時
履
行
の
関
係
に
立
ち
ま
す
（
546
、

533
）。
た
と
え
ば
、
契
約
の
解
除
に
よ
っ

て
、
販
売
店
Ａ
が
代
金
返
還
義
務
、

買
主
Ｂ
が
Ｘ
車
返
還
義
務
を
そ
れ
ぞ
れ

負
う
場
合
、
買
主
Ｂ
は
「
代
金
返
還

の
履
行
を
提
供
す
る
ま
で
、
Ｘ
車
を
返

還
し
な
い
」
と
主
張
で
き
ま
す
。

消
費
者
が
契
約
者
の
場
合
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
、
一
定
期
間
内
に

無
条
件
で
解
除
で
き
る
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
例
外
は
あ

り
ま
す
が
、
法
律
上
の
原
則
と
し
て
は

「
相
手
方
の
債
務
不
履
行
」
が
な
い
限

り
、
契
約
を
解
除
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
契
約
書
で
は
相
手
方
の
信

用
不
安
が
生
じ
た
段
階
、
具
体
的
に

は
「
手
形
の
不
渡
り
」、「
財
産
の
差
押

え
」、「
破
産
の
申
立
て
」、「
税
金
の
滞

納
処
分
」
等
が
あ
っ
た
場
合
に
解
除
で

き
る
規
定
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
継
続
的
な
契
約
の
場
合
、「
〇

カ
月
前
に
予
告
し
て
解
除
で
き
る
」
と

い
う
中
途
解
約
の
条
項
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
相
手
方
が
反
社

会
的
勢
力
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場

合
に
解
除
で
き
る
」
旨
の
規
定
も
重
要

で
す
。

去
る
７
月
７
日
、
同
１
日
に
設
置

さ
れ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委

員
会
（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
）
は
第
１
回
会
合

を
開
催
し
た
。
第
10
回
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
設

立
準
備
委
員
会
（
２
０
２
２
年
７
月

10
日
号
（
№
１
６
４
９
）
情
報
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１
号
（
以
下
、「
Ｓ
１
基

準
案
」
と
い
う
）
と
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ

２
号
（
以
下
、「
Ｓ
２
基
準
案
」
と

い
う
）
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
文
案
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

Ｓ
１
基
準
案

事
務
局
は
コ
メ
ン
ト
文
案
に
お
い

て
、
外
部
の
組
織
が
公
表
す
る
指
針

等
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
が
審
議
す

べ
き
対
象
は
外
部
組
織
が
公
表
し
た

指
針
等
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

際
に
検
討
す
べ
き
規
準
（criteria

）

と
し
て
次
の
３
つ
を
提
案
し
て
い

る
。

⒜　
当
該
指
針
等
に
基
づ
き
提
供
さ

れ
る
情
報
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
基
準
の
目
的
に

合
致
し
て
い
る
か
。

⒝　
当
該
指
針
等
に
基
づ
き
提
供
さ

れ
る
情
報
は
、
Ｓ
１
基
準
案
の
付

録
Ｃ
に
お
け
る
「
有
用
な
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
財
務
情
報
の
質

的
特
性
」
を
備
え
た
も
の
と
な
る

か
。

⒞　
当
該
指
針
等
を
開
発
す
る
た
め

の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
は
適
切
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、
遵
守
さ
れ
て

い
る
か
。

こ
の
点
、
委
員
か
ら
の
「
規
準
を

満
た
さ
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
に
触

れ
る
必
要
は
な
い
の
か
」
と
い
う
意

見
に
対
し
、
事
務
局
は
「
事
細
か
に

詳
細
を
書
か
な
く
と
も
よ
い
と
、
ま

ず
は
考
え
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

ま
た
、
質
問
５
「
報
告
企
業
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
バ
リ
ュ
ー
・

チ
ェ
ー
ン
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
は

「
守
秘
義
務
な
ど
と
の
関
わ
り
の
な

か
で
、
取
引
先
の
デ
ー
タ
開
示
が
難

し
く
な
る
の
で
は
」、「
極
め
て
重
要

な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
。
商
業

上
の
秘
密
等
を
利
用
し
た
開
示
を
し

な
く
て
よ
い
等
と
あ
ま
り
に
広
範
囲

に
定
め
て
し
ま
う
と
、
開
示
の
実
行

性
を
阻
害
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
仮

に
そ
う
定
め
る
と
し
て
も
限
定
的
に

す
べ
き
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
、
事
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国
際
会
計

公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｕ
、公

表
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
活
動
状
況
を
報
告

─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
諮
問
会
議

会
　
　
計

務
局
は
「
多
方
面
か
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
、
総
合
的
に
検
討
す
る
」
と
回

答
し
た
。

Ｓ
２
基
準
案

前
回
の
審
議
を
踏
ま
え
た
修
正
内

容
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
説
明
が

な
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
金
融
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
係

る
排
出
お
よ
び
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
係
る
排
出
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ

Ａ
Ｆ
（
金
融
向
け
炭
素
説
明
の
た
め

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
基
準
に
つ

い
て
の
取
扱
い
に
関
し
て
、
実
務
に

お
い
て
利
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、

か
つ
今
後
も
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
基
礎
と
す
る
こ
と

が
効
率
的
か
つ
効
果
的
で
あ
る
点
が

明
記
さ
れ
る
等
の
変
更
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
前
回
の
委
員
会
で
異
な
る

意
見
が
聞
か
れ
た
21
項
⒡
⒤
の
内
部

炭
素
価
格
の
開
示
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
該
当
が
あ
る
場
合
に
は
、
企

業
が
自
身
の
排
出
コ
ス
ト
の
評
価
に

用
い
て
い
る
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

メ
ー
ト
ル
ト
ン
当
た
り
の
価
格
の
開

示
を
要
求
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る

と
い
う
意
見
と
、
任
意
開
示
項
目

と
す
る
こ
と
が
適
切
だ
と
い
う
意
見

の
両
論
を
併
記
す
る
形
に
修
正
さ
れ

た
。こ

の
点
、
委
員
か
ら
は
「
内
部
炭

素
価
格
に
つ
い
て
は
、『
ガ
バ
ナ
ン

ス
』
あ
る
い
は
『
戦
略
』
の
な
か
で

項
目
を
記
載
す
べ
き
。
特
に
、
内
部

炭
素
価
格
そ
の
も
の
の
開
示
は
、
事

務
局
意
見
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
現
時
点
で
の
開
示

と
い
う
の
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、
開

示
要
求
事
項
と
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
い
っ
た
意
見
の
ほ
か
、「『
戦
略
』

と
の
関
係
性
が
非
常
に
強
い
の
で
、

そ
の
旨
を
し
っ
か
り
コ
メ
ン
ト
に
記

載
し
て
ほ
し
い
。
意
見
が
異
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
両
論
併
記
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
」と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

　
　
　
　
　

＊

次
回
、
第
２
回
会
合
は
７
月
21
日

に
開
催
さ
れ
る
。
７
月
29
日
の
コ
メ

ン
ト
提
出
期
限
に
向
け
て
、
こ
れ
ま

で
の
審
議
を
踏
ま
え
て
意
見
が
ま
と

め
ら
れ
る
予
定
。

去
る
７
月
８
日
、
財
務
会
計
基
準

機
構
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
諮
問
会
議（
以
下
、

「
本
諮
問
会
議
」
と
い
う
）
は
、
第

１
回
本
諮
問
会
議
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
諮
問
会

議
の
職
務
等
の
確
認

事
務
局
か
ら
配
布
さ
れ
た
、
本
諮

問
会
議
の
職
務
（「
公
益
財
団
法
人

財
務
会
計
基
準
機
構
定
款
」
78
条
参

照
）
お
よ
び
運
営
要
領
に
つ
い
て
の

確
認
が
行
わ
れ
た
。
委
員
か
ら
は
特

段
の
意
見
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
設
立
準
備
委
・
Ｓ
Ｓ
Ｂ

Ｊ
の
活
動
状
況

Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
委
員
長
よ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
公
開
草
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
・

レ
タ
ー
案
の
審
議
状
況
に
つ
い
て
、

次
の
９
項
目
か
ら
な
る
「
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｂ

公
開
草
案
に
対
す
る
予
備
的
見
解
」

を
中
心
に
説
明
が
さ
れ
た
。

①　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
基
準
の
開
発

②　
「
グ
ロ
ー
バ
ル・ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
」

③　
外
部
の
組
織
が
公
表
す
る
指
針

等
の
参
照

④　
原
則
主
義
的
な
基
準
の
開
発

⑤　
重
要
性
（M

ateriality
）

⑥　
報
告
企
業

⑦　
報
告
頻
度
（「
同
時
」
の
報
告
お

よ
び
「
同
一
期
間
」
の
報
告
）

⑧　
産
業
別
開
示
要
求

⑨　
ス
コ
ー
プ
３
排
出

諮
問
会
議
の
機
能
と
し
て
、
個
別

の
公
開
草
案
に
対
し
て
委
員
に
コ
メ

ン
ト
を
求
め
る
こ
と
は
な
い
が
、
今

回
は
例
外
的
に
委
員
に
意
見
が
求
め

ら
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、「
各
関
係
者
に
対

す
る
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
コ
メ
ン
ト

案
」、「
⑦
で
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

関
連
財
務
開
示
を
財
務
諸
表
と
同
時

に
報
告
す
る
と
い
う
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
公
開

草
案
に
対
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
で
は
別
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
こ
と
を
容
認
す

る
見
解
だ
が
、
利
用
者
と
し
て
は
同

時
が
望
ま
し
い
」、「
⑧
に
つ
い
て
、

今
回
の
基
準
に
は
含
め
ず
、
当
面

テ
ー
マ
別
基
準
の
み
を
定
め
る
と
す

る
見
解
に
賛
成
」
な
ど
の
意
見
が
聞

か
れ
た
。

去
る
６
月
30
日
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
会

計
基
準
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
（
Ａ
Ｓ
Ｕ
）

２
０
２
２
―
03「
公
正
価
値
測
定（
ト

ピ
ッ
ク
820
）
―
契
約
上
で
売
却
制
限

の
対
象
と
な
る
持
分
証
券
の
公
正
価

値
測
定
」
を
公
表
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｕ
の
概
要

現
行
の
ト
ピ
ッ
ク
820
で
は
、
市
場

参
加
者
が
「
資
産
ま
た
は
負
債
の
売

却
制
限
を
含
む
資
産
ま
た
は
負
債
の

特
性
」
を
考
慮
す
る
場
合
、
報
告
企

業
は
資
産
ま
た
は
負
債
の
公
正
価
値

を
測
定
す
る
場
合
に
そ
れ
ら
の
特
性

を
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

本
Ａ
Ｓ
Ｕ
は
、
持
分
証
券
の
売
却

の
契
約
上
の
制
限
は
、
持
分
証
券
の

会
計
単
位
の
一
部
と
は
み
な
さ
れ

ず
、
公
正
価
値
測
定
に
お
い
て
考
慮

さ
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
い

る
。こ

の
改
訂
に
よ
り
、
契
約
上
の
売

却
制
限
が
あ
る
持
分
証
券
は
、
契
約

上
の
売
却
制
限
が
な
い
同
じ
持
分
証

券
の
公
正
価
値
を
基
礎
に
測
定
さ
れ

る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｕ
は
、
新
た
に
、
売

却
制
限
に
関
し
て
内
容
や
残
り
の
期

間
な
ど
の
情
報
の
開
示
を
求
め
て
い

る
。適

用
関
係

本
Ａ
Ｓ
Ｕ
は
、
２
０
２
３
年
12
月

16
日
に
開
始
す
る
年
度
か
ら
適
用
さ

れ
、
早
期
適
用
は
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
ト
ピ
ッ
ク

946「
金
融
サ
ー

ビ
ス
─
投
資
会
社
」
の
対
象
の
投
資

会
社
を
除
い
て
、
将
来
に
向
か
っ
て

適
用
さ
れ
る
。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2022年 
7月1日

「法人税の重加算税の取扱いについ
て」等の一部改正（事務運営指針） 国税庁

連結納税制度からグループ通算制度への移行に伴い、所要の整備を図る
もの。重加対象税額の計算にあたり必要となる「不正事実に基づく所得金
額」について、当該通算法人の行為に係る不正事実に基づく所得金額をい
うこと等が明記されている。
https://www.nta.go.jp/law/jimu-unei/hojin/kaisei/2206xx/01.htm

―

2022年 
7月8日

厚生労働省令104号
女性の職業生活における活躍の推
進に関する法律に基づく一般事業
主行動計画等に関する省令の一部
を改正する省令　他

厚労省

上場・非上場にかかわらず、常用労働者301人以上の事業主に、公布日以
降に終了する事業年度の次の事業年度の開始日からおおむね３カ月以内
に、直近の男女の賃金の差異の実績を公表することを義務づけるもの。あ
わせて告示（事業主行動計画策定指針）も改正されている。
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_26587.html

―

証
　
　
券

参
議
院
選
挙
で
圧
勝
し
た
岸
田
政
権

へ
の
期
待

金
　
　
融

利
上
げ
加
速
を
示
す
米
雇
用
統
計

広
く
世
界
の
市
場
に
影
響
を
与
え

る
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）
の
今
後
の
金
融
政
策
を
占
う
う
え

で
重
要
な
手
掛
か
り
の
１
つ
で
あ
る
、

６
月
の
米
雇
用
統
計
が
７
月
８
日
に

発
表
さ
れ
た
。
非
農
業
部
門
の
就
業

者
数
は
、
前
月
か
ら
37
万
２
、０
０
０

人
の
増
加
で
市
場
予
想
の
25
万
人
増

を
大
幅
に
上
回
り
、
失
業
率
は
３
・

６
％
の
横
ば
い
と
な
っ
た
。

平
均
時
給
は
前
月
比
０
・
３
％
の

上
昇
で
、前
年
同
月
比
で
は
５
・
１
％

の
上
昇
だ
っ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
、
景
気
減
速
を
示
す
も
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
現
在
採

用
し
て
い
る
強
い
金
融
引
締
め
姿
勢

を
裏
づ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

市
場
の
一
部
の
見
方
と
し
て
、
米

国
内
の
イ
ン
フ
レ
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト

し
、
８
月
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ
ー
ル
で

の
パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
の
演
説
で

引
締
め
姿
勢
を
緩
め
る
政
策
を
示
唆

し
た
う
え
で
、
９
月
か
ら
実
際
に
政

策
を
実
行
す
る
、
と
い
っ
た
も
の
が

あ
る
。
現
在
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
採
っ
て
い

る
急
速
な
利
上
げ
ペ
ー
ス
は
、
そ
れ

自
体
景
気
回
復
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
も
の
だ
か
ら
だ
。
そ
の
場
合
、
短

期
的
に
は
米
株
価
の
支
援
材
料
、
長

期
金
利
の
低
下
要
因
と
な
る
。
し
か

し
、
今
回
の
雇
用
統
計
に
関
し
て
は

景
気
減
速
を
示
す
も
の
と
は
な
ら
ず
、

米
国
景
気
の
強
さ
を
再
認
識
す
る
結

果
で
、
長
期
金
利
は
上
昇
、
米
国
株

も
下
落
で
反
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
以
前
７
月
６
日
に
発
表
さ
れ

た
６
月
14
、
15
日
開
催
分
の
米
連
邦

公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
の

議
事
要
旨
に
よ
る
と
、
供
給
制
約

と
強
い
総
需
要
か
ら
生
じ
る
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
が
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
強
め
る

要
因
だ
が
、
人
々
が
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
政
策

に
懸
念
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ

れ
自
体
で
イ
ン
フ
レ
抑
制
が
困
難
に

な
る
と
い
う
。
２
％
の
イ
ン
フ
レ
目

標
を
守
る
と
い
っ
た
、
よ
り
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
参

加
者
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
関
心
が
景
気
で
は
な
く
イ

ン
フ
レ
抑
制
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策
は
、
今
年
秋

の
中
間
選
挙
ま
で
バ
イ
デ
ン
政
権
の
イ

ン
フ
レ
抑
制
に
よ
る
政
権
支
持
率
の
維

持
と
い
っ
た
政
治
的
要
素
が
強
い
。
一

方
、
経
済
環
境
を
み
て
も
再
び
緩
和

に
転
じ
る
デ
ー
タ
は
少
な
く
、
引
締

め
加
速
に
傾
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

７
月
か
ら
２
０
２
２
年
も
第
３
四

半
期
入
り
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
高
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
な
ど
を
主
因

と
す
る
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
の
進

行
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
米
連
邦
準
備

制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
金
融
政

策
が
ど
う
動
く
か
、
と
い
っ
た
世
界

の
株
式
市
場
を
覆
う
暗
雲
は
一
向
に

晴
れ
そ
う
に
な
い
。

日
本
市
場
も
各
国
と
同
様
の
市
場

環
境
に
あ
る
が
、
た
だ
最
近
、
他
国

と
は
異
な
る
好
材
料
に
恵
ま
れ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
参
議
院
選
挙
で

政
権
与
党
が
予
想
を
上
回
る
圧
勝
を

収
め
た
こ
と
で
あ
る
。

岸
田
首
相
は
自
ら
率
い
る
自
民
党

の
単
独
過
半
数
獲
得
、
憲
法
改
正
に

前
向
き
な
勢
力
の
議
席
を
合
わ
せ
る

と
、
３
分
の
２
を
確
保
で
き
た
。
岸

田
首
相
は
安
定
し
た
政
策
展
開
が
可

能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

選
挙
明
け
の
日
、
東
京
株
式
市
場

は
他
の
ア
ジ
ア
市
場
の
弱
い
動
き
と

は
対
照
的
に
元
気
に
跳
ね
た
。
選
挙

直
後
の
東
京
市
場
の
株
高
は
、
岸
田

首
相
が
政
権
地
盤
を
固
め
、
独
自
の

積
極
的
な
政
策
展
開
に
乗
り
出
す
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
の
表
れ

と
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
選
挙
で
圧
勝
し
た
岸
田
首
相

は
「
黄
金
の
３
年
間
」
を
確
保
し
た

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
昨

年
秋
、
任
期
４
年
の
衆
議
院
選
挙
で

過
半
数
を
獲
得
し
、
あ
と
３
年
間
は

そ
の
状
態
を
維
持
で
き
る
こ
と
、
ま

た
、
次
回
の
参
議
院
選
挙
ま
で
３
年

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
か
ら
３
年
間

は
選
挙
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
政

策
に
専
念
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。今

後
は
憲
法
改
正
の
議
論
が
注
目

さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
岸

田
首
相
が
主
張
す
る
「
新
し
い
資
本

主
義
」の
行
方
で
あ
る
。
総
裁
選
挙
、

首
相
就
任
当
時
、
掲
げ
て
い
た
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
一
向
に
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

今
か
ら
で
も
、
黄
金
の
３
年
間
に

「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
実
現
に
向

け
て
行
う
こ
と
を
具
体
的
に
打
ち
出

し
、
国
民
や
株
式
市
場
の
期
待
に
応

え
る
べ
き
、
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

日
本
株
式
市
場
が
直
面
す
る
環
境

は
厳
し
い
。
し
か
し
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
経
験
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

リ
ー
ダ
ー
の
決
断
は
市
場
に
相
当
な

効
果
を
与
え
得
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
の
政
治
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。


